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表2 1984年度専門教育課程学生の属性 単位 :人(%)
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図1 入学前の教職希望度 (Ql) 単位:%
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特徴的である。
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表5-1 教育学部卒業生の就職状況 (%) 表5-2教員の県内就職率及び臨時講師の状況
―― ――――一―T―~‐~ヨ~~~下~~~T~~~~              ~~―一― 十 一 一一T―~~ 下~~~下~~~「~~~
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取 |   (%) 143.8 142,0 171.6179,0
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者 |その他 1 1.51 -1 1.5十 一         県外講師率 %17.0127.5121.1136,0



























































図3 「教養人」としての力量形成への学生の自己評価 (Q2) 単位:%










































図4 教養課程と専門教育課程の学習の関連認識 (Q3) 単位:%
区分 役立蒸3乏とが  ど漁えな禽  役立毒3患ょは   (N)
1   ///     /
計               Q6ゆ
図5 教養課程の学習の教職への活用予測 (Q4) 単位:%
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区分 役立てることが  どちらとも  役立てることは




図6 関連認識と活用予測との関連 (Q3×Q4) 単位:%
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図7-1 1年次の専門カリキュラムヘの改善希望 (Q5) 単位:%
ゆ 蝉 t      i認
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図7-2 入学前の教職希望度との関連 (Ql×Q5) 単位:%
注1)_L段:教育入門的科目の開設、下段 :ゼミ等の形態の導入。
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表 8 1年次の専門カリキュラムヘの改善希望 (Q5・自由記述)  (N=27)
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図9 「教員」としての力量形成への自己評価 (Q7) 単位:%













愚猿騒曽肇儲教科        弼
副免の学習・教育実習 1          813         1136皓J(235)




区分 配慮されている どちらともいえない 配慮されていない (N)
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表■ 鳥取大学教育学部・専門教育科目の最低修得単位数 (1984年度)

















































































































































































































図15-1 教育実習経験による教職希望の変化 (Q6) 単位:%
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次 に,進路希望 の深   表13「教員」としての力量形成への自己評価を左右する指標
化 ・ 明 確 化 と と も に ,表    ~~~~~一 く
一 ― ―~~~~~― ― 一 ― ―
TttT―T面「
~~~~~~~一 ―





























「校内校務分掌,学校経   注1)料は1%水準、*は5%水準の有意差で自己評価が高い。(χ後定)2)Ql教職希望度は、5段階区分の希望度のままでの検定値。

















































































































































































10 『入学者選抜方法研究委員会報告書 (その13)』pp.2-31。『同 (その14)』pp.3-55。





































































③ その他 (具体的に :
〈敬青実習(主免許状に関するもの)の効果〉
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`15)本支習 (主免)の期間( 6実習 (主免)の実習校
‖秒本実習 (主免)中の指導
(18'教育実習の事前・事後指導
19'卒業研究
12υ専修制度 (小学校課程のみ)
?
?
?
?
?
?
?
?
認駆繭 蜘
Q12,Qll.で挙げた取得計画免許状の合計数を[]内に記入して下さい。(教科が違う場合、それぞれをカウントします。)
合計数 □ ④
て下さい。
くその他の意見〉
Q14.教育学部のカリキュラム等について要望事項、意見等がありましたら、具体的に記述して下さい。 (例えば、専修制度等について。)
(昭和60年9月16日受理)

